
新旧対照表 
新 旧 

地域再生計画 
 
１．～３．  略 
 
４．地域再生計画の目標 
 平成１７年１０月１日､那須郡南那須町と同郡烏

山町が合併し、人口３１，０００人の小さな市､「那

須烏山市」が誕生した。 
本市は栃木県の東部に位置し､首都圏１５０ｋｍ

圏内にあり、地勢は八溝山系に属し､平野部を那珂川

が貫流している緑豊かな地域である。国の重要無形

民族文化財の指定を受けた４５０年の歴史がある

「山あげ祭り」や１２００年の歴史がある和紙など

がある一方で、冬の夜空に２０万個の電球が飾るタ

ウンイルミネーションがある新旧の文化を有してい

る市である。 

産業としては、米､畜産等の農業､八溝材の産地で

ある林業、県東地区の中心市として､周囲の市町村よ

り集客していた商業、自動車関連の工業､さらには、

豊かな緑と清流を活かした体験型観光と、小さくと

も県東地区の中心都市の機能を有している市であ

る。 

 交通面では北関東の中核都市宇都宮市から約３５

ｋｍ、東西に主要地方道宇都宮烏山線が横断し南北

に国道２９４号等が縦断しているなど、適度な利便

性を備えている。 
しかし、国勢調査による人口推移は、平成７年の

３３，５３５人から平成１７年には３１，１５２人

と、この１０年間の減少率は７．１％（２，３８３

人減）と県内の市では一番の減少である。また、急

激な児童生徒の減少により、旧烏山町地区では小学

校７校を３校に、中学校３校を１校に統廃合を進め

ている。  
近年の社会情勢の変化に伴い、価格の低迷､後継者

不足等により米､酪農、木材、和紙等の産業が衰退し、

さらには、工場の海外進出などが続き、市内の基幹

工業団地の中には､撤退する企業もある。 

地域再生計画 
 
１．～３．  略 
 
４．地域再生計画の目標 
 平成１７年１０月１日､那須郡南那須町と同郡烏

山町が合併し、人口３万１千人の小さな市､「那須烏

山市」が誕生した。 
 本市は栃木県の東部に位置し､首都圏１５０ｋｍ

圏内にあり、地勢は八溝山系に属し､平野部を那珂川

が貫流している緑豊かな地域であり、国の重要無形

民族文化財の指定を受けた４５０年の歴史がある

「山あげ祭り」や１２００年の歴史がある和紙など

がある一方では、冬の夜空に２０万個の電球が飾る

タウンイルミネーションがある新旧の文化を有して

いる市である。 

 産業としては、米､畜産等の農業､八溝材の産地で

ある林業、県東地区の中心市として､周囲の市町村よ

り集客していた商業、自動車関連の工業､さらには、

豊かな緑と清流を活かした体験型観光と小さくとも

県東地区の中心都市の機能を有している市である。

 
 交通機関としては北関東の中核都市宇都宮市から

約３５ｋｍ、東西に主要地方道宇都宮烏山線が横断

し南北に国道２９４号等が縦断しているなど、適度

な利便性を備えている。 
しかし、国勢調査による人口推移は、平成７年の

３３，５３５人から平成１７年には３１，１５２人

と、この１０年間の減少率は▽７．１％（▽２，３

８３人）と県内の市では一番の減少である。このた

め、急激な児童生徒の減少により、旧烏山町地区で

は小学校７校を３校に、中学校３校を１校に統廃合

を進めている。  
また、近年の社会情勢の変革に伴い価格の低迷､

後継者不足等により米､酪農、木材、和紙等の産業が

衰退し、さらには、工場の海外進出などが続き、市

内の基幹工業団地の中には､撤退する企業もある。 



農業においては担い手の減少や従事者の高齢化が

進展したことで生産体制が脆弱化しており、産地競

争力の維持・強化が強く求められている。商店も大

型商業施設の開業により、過去１０年間で２２％の

廃業が続き（５４７箇所から４３１箇所に減）、より

一層中心街が衰退し、地域の「にぎわい」を失いか

けている。 
さらに、合併した２町間の連絡道路の不備が、

住民の融合融和の障害になっており、地域の一体性

を熟成することが本市の緊急の課題となっている。

 
 このことから、本市の「にぎわい」を復活させ、

地域の一体感を熟成して、秩序ある地域開発を促進

し、人口の定住化と都市住民との交流を深め、商業･

工業･農林業･観光の調和のとれた｢小さくともキラ

リと光る那須烏山市活性化計画｣を推進するため、地

理的特性や地域の状況・経済等の動向等を踏まえ、

市全域を（にぎわいと文化の清流ゾーン）、（豊かな

暮らしの丘ゾーン）、（活力あふれる交流の里ゾー

ン）、（自然とふれあう八溝の森ゾーン）の４つのゾ

ーンに設定し、地域再生の目標とした。 
  略 
（豊かな暮らしの丘ゾーン）は、主要地方道宇都宮

烏山線やＪＲ烏山線の優れた交通環境、公共公益機

能が集積する南那須市街地を中心とした地域であ

り、市独自の企業誘致優遇制度の活用による企業誘

致等の促進や市街地の道路整備による住環境改善に

より、定住化を促進し、地域の活性化を図る。 
（活力あふれる交流の里ゾーン）は、那珂川右岸北

側の丘陵を中心として、こぶしが丘温泉、八溝県民

休養公園等の都市との交流施設や富士見台工業団地

等の産業施設がある地域であり、都市との交流施設

や工業団地等へのアクセス道路を改善することによ

り企業誘致や交流人口の増加を図る。 
 また、地域の基幹産業である林業・農業の活性化

を図るため、育林作業の効率化や農産物の効率的運

搬を促進する林道の整備をする。 
 さらに、市の主要品目である米麦、野菜、果樹等

の生産性を向上させるために、拠点となる農業生産

 商店も大型商業施設の開業により、過去１０年間

で２２％の廃業が続き、（５４７箇所から４３１箇所

に減）より一層中心街が衰退し、地域の「にぎわい」

を失いかけている。 
 
 
 
さらに、合併した２町間の連絡道路の不備により、

住民の融合融和の障害になっており、このため、地

域の一体性を熟成することが本市の緊急の課題とな

っている。 
 このことから、本市の「にぎわい」を復活させ、

地域の一体感を熟成するには、秩序ある地域開発を

促進し、人口の定住化と都市住民との交流を深め、

商業･工業･農林業･観光と調和のとれた｢小さくとも

キラリと光る那須烏山市活性化計画｣を推進するた

め、地理的特性や地域の状況・経済等の動向等を踏

まえ、市全域を（にぎわいと文化の清流ゾーン）、（豊

かな暮らしの丘ゾーン）、（活力あふれる交流の里ゾ

ーン）、（自然とふれあう八溝の森ゾーン）の４つの

ゾーンに設定し、地域再生の目標とした。 
  略 
（豊かな暮らしの丘ゾーン）は、主要地方道宇都宮

烏山線やＪＲ烏山線の優れた交通環境、公共公益機

能が集積する南那須市街地を中心とした地域であ

り、市独自の企業誘致優遇制度の活用による企業誘

致等の促進や市街地の道路整備による住環境改善に

より定住化を促進し地域の活性化を図る。 
（活力あふれる交流の里ゾーン）は、那珂川右岸北

側の丘陵を中心として、こぶしが丘温泉、八溝県民

休養公園等の都市との交流施設や富士見台工業団地

等の産業施設がある地域であり、都市との交流施設

や工業団地等へのアクセス道路を改善することによ

り企業誘致や交流人口の増加促進を図る。 
 また、地域の基幹産業である林業・農業の活性化

を図るため、育林作業の効率化や農産物の効率的運

搬を促進する林道の整備をする。 
                       

                       



施設を整備し、効果的な利用を推進していく。 
（自然とふれあう八溝の森ゾーン）は、那珂川左岸

に広がる八溝山系の一部を形成する林業の中心的地

帯であり、全国の棚田百選に選定された棚田が広が

る。さらには、みかん栽培の北限といわれ、観光み

かん畑のある国見地区や「やまびこの湯」がある那

珂川県立自然公園があり、まちづくり研究会等の活

動や交流施設へのアクセス道路の整備、さらには、

森林の環境保全等の多面的機能を強化するための道

路整備を推進し、山間部の特性を活かした地域開発

を図る。 
  略 

（目標１）市中心地・施設拠点･産業拠点、各ゾーン

間のアクセス改善､連絡時間の短縮 

   ・施設拠点・各ゾーン間等の連絡時間を２分

短縮 

・国道２９４号と主要地方道宇都宮烏山線ま

での連絡時間を３分短縮 
  略 

（目標４）米麦の生産コストの低減 
   ・麦の１０ａあたり労働時間を８．０時間（平

成２０年）から６．５時間（平成２３年）

に短縮   
 
５．目標を達成するために行う事業 
  ５－１ 全体の概要 

略 
野上愛宕台線等の幹線通学路を整備することによ

り、統廃合を推進する小中学校の児童･生徒の通学時

の安全を確保する。 
また、林道を整備することにより、森林のもって

いる多面的な機能を増進し、間伐等作業の効率化を

図り、八溝材としての産地化を進め、本市の重要な

地場産業である林業の活性化を目指す。 
さらには、企業誘致優遇事業の実施や、山あげ祭

りや若い力を活用した新しいまちづくりの試みを推

進することにより、商店街等の活性化を図り、にぎ

わいの復活を目指す。 
地域農業の活性化に向けては、既存の穀類乾燥調

                      
（自然とふれあう八溝の森ゾーン）は、那珂川左岸

に広がる八溝山系の一部を形成する林業の中心的地

帯であり、全国の棚田百選に選定された棚田。さら

には、みかんの栽培では北限といわれ、観光みかん

畑のある国見地区や「やまびこの湯」がある那珂川

県立自然公園があり、まちづくり研究会等の活動や

交流施設へのアクセス道路の整備、さらには、森林

の環境保全等の多面的機能を強化するための道路整

備を推進し山間部の特性を活かした地域開発を図

る。 
略 

（目標１）市中心地間・施設拠点･産業拠点、各ゾー

ン間のアクセス改善､連絡時間の短縮 

   ・施設拠点・各ゾーン間等の連絡時間を２分

間短縮 

・国道２９４号と主要地方道宇都宮烏山線ま

での連絡時間を３分間短縮 
略 

                 
                    

                    

                   

 
５．目標を達成するために行う事業 
  ５－１ 全体の概要 

略 
野上愛宕台線等の幹線通学路を整備することによ

り、児童･生徒の通学時の安全を確保するとともに、

小中学校の統廃合を推進する。 
また、林道を整備することにより、森林のもって

いる多面的な機能を増進し、間伐等作業の効率化を

図り、八溝材としての産地化を進め本市の重要な地

場産業である林業の活性化を目指す。 
さらには、企業誘致優遇事業の実施や山あげ祭り

や若い力を活用した新しいまちづくりの試みを推進

することにより、商店街等の活性化を図り、にぎわ

いの復活を目指す。 
                       



製施設等の再編整備及び機能増強を進めるとともに

園芸作物の基幹施設を整備しながら、農産物の生産

性や品質の向上を図り、競争力の高い産地の生産体

制構築を目指す。 
 
５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事

業 
 Ａ３００１ 道整備交付金を活用する事業 
  略 

[施設の種類(事業区域)] 

  ・市道（那須烏山市）   
  ・林道（那須烏山市）   
  略 
 
５－３ その他の事業 
５－３－１ 支援措置による取組み 
Ｂ１００５ 強い農業づくり交付金（農林水産省）

平成１９年９月に制定した那須烏山市総合計

画・基本構想の実現並びに、平成１６年４月１日

に制定（平成２１年４月１日一部改正）した那須

烏山市地域水田農業ビジョンの達成に向け、農業

生産施設（種子センター、野菜果樹選果場）の整

備を推進する。 
（平成２１年度） 

生産性と品質の向上が課題となっている種子

用の米・麦について、省力化によるコスト削減

及び調製処理方式の改善による品質向上を図る

ための施設整備 
・事業名 ：強い農業づくり交付金（産地競争

力の強化） 
・事業主体：那須南農業協同組合 
・事業期間：平成２１年度 
・事業費 ：３５３，２６２千円（うち国費１

５８，７２５千円） 
・事業内容：穀類乾燥調製施設（種子センター）

の機能増強整備 
貯留乾燥設備（２００ｔ×３

基）、荷受・調製・計量出荷設備

一式 

                       

                       

                       

         
 
５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事

業 
道整備交付金を活用する事業 

  略 
[施設の種類(事業区域)] 

  ・市道（那須烏山市）  那須烏山市 
  ・林道（那須烏山市）  那須烏山市 
  略 
 
５－３ その他の事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・強い農業づくり交付金を活用した事業におけ

る成果目標 
・穀類乾燥調製施設の利用率 １０

１％ 
・麦の１０ａあたりの労働時間１８．

８％削減 
 

 （平成２２年度以降） 
多様化する梨とトマトの需要に対応可能な

供給体制への移行が課題であるため、集荷・選

別方式を改善し、新たな販売戦略の構築に必要

な野菜果樹選果場を整備 
・事業名 ：強い農業づくり交付金（産地競争

力の強化） 
・事業主体：那須南農業協同組合 
・事業期間：平成２２年度以降 
・事業費 ：７５９，６８５千円（うち国庫３

４０，２５５千円） 
・事業内容：なし・トマト選果施設の再編整備

光センサー付き形状選別機(４
条)、箱詰・製品搬送設備一式、

建屋 
・強い農業づくり交付金を活用した事業におけ

る成果目標 
・なし・トマト選果施設利用率 １

００％ 
・品質・付加価値の向上 

 
５－３－２ 支援措置によらない独自の取組み 
略 

② 企業誘致・立地優遇制度の制定 
｢企業の誘致及び立地を促進する条例｣を平成

１８年９月に制定し､那須烏山市へ工場等を新

設する場合や､市内の工場等が増設･新設をする

場合に企業立地奨励金を助成することにより、

企業誘致を図り、雇用の場を確保すると共に地

域活性化を促進する。 
略 

④ まちづくり研究会活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  略 

② 企業誘致・立地優遇制度の制定 
｢企業の誘致及び立地を促進する条例｣を平成

１８年９月に制定し､那須烏山市へ工場等を新

設される場合や､市内の工場等が増設･新設をす

る場合に企業立地奨励金を助成することによ

り、企業誘致を図り、雇用の場を確保すると共

に地域活性化を促進する。 
  略 
   ④ まちづくり研究会活動 



栃木県内にある５大学と市や商工会が連携

し､那須烏山市の活性化に取り組む「まちづくり

研究会」を平成１８年７月に発足した。 
 活動内容としては、平成１９年１０月１５日

には、｢残したい風景―からすやまフォートコン

テスト｣を開催し、市の魅力を再発見した。 
略 

 
６．～８．   略 

栃木県内にある５大学と市や商工会が連携

し､那須烏山市の活性化に取り組む「まちづくり

研究会」を平成１８年７月に発足した。 
 活動内容としては、本年１０月１５日には、

｢残したい風景―からすやまフォートコンテス

ト｣を開催し、市の魅力を再発見した。 
略 

 
６．～８．   略 

 


